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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人日本

保安用品協会（JSAA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格

を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が改正

した日本工業規格である。これによって，JIS T 8157:2009 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 T 8157：2018 
 

電動ファン付き呼吸用保護具 

Powered air purifying respirator for particulate matter 

 
1 適用範囲 

この規格は，事業場その他の場所において，空気中に浮遊する粒子状物質（以下，粉じんなどという。）

を吸入することによって，人体に有害な影響を及ぼすおそれがある環境で用いるろ過式の電動ファン付き

呼吸用保護具（以下，PAPR という。）について規定する。 

この規格は，通常，PAPR の電動ファンが正常に作動する状態について規定している。ただし，面体形

PAPR については，使用中に電池の消耗などによって電動ファンが停止したときに安全な場所に移動する

場合，及び故意に電動ファンを止めて作業を行う必要がある場合に，ろ過式呼吸用保護具として継続使用

することを想定している。 

警告 1 酸素欠乏環境では使用できない。 

警告 2 有毒なガス又は蒸気若しくは揮発性のミストが存在する場所では使用できない。 

警告 3 電気機械器具として防爆構造であることが証明された PAPR でない場合は，爆発の危険性の

ある環境では使用できない。 

警告 4 粉じんなどの種類及び濃度に適した PAPR を選択する必要がある。 

適切な呼吸用保護具を選択するための基準は，JIS T 8150 で規定している。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 1509-1 電気音響－サウンドレベルメータ（騒音計）－第 1 部：仕様 

JIS T 8001 呼吸用保護具用語 

JIS T 8150 呼吸用保護具の選択，使用及び保守管理方法 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS T 8001 によるほか，次による。 

3.1 

最低必要風量 

ルーズフィット形 PAPR でフード又はフェイスシールドへ送る風量について，この規格で規定する最低

の風量。 

3.2 

公称稼働時間 

使用電源が電池である PAPR において，所定の電池を接続し，通常の室内（特に多量の粉じんなどが存


